
新規事業採択時評価結果（平成３１年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
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事業概要  

海部野根道路は、阿南安芸自動車道の一部を構成する道路で、徳島県海部郡海陽町多良から高知県安芸郡東

洋町野根に至る延長14.3kmの自動車専用道路である（阿南安芸自動車道は徳島県阿南市から高知県安芸市に至

る延長約110kmの地域高規格道路である）。 

事業の目的、必要性  

南海トラフ地震発生時に住民の避難や緊急物資の支援を支える「命の道」として機能するよう津波浸水域を

避けつつ役場や防災拠点、集落を連絡し、四国横断自動車道、高知東部自動車道と一体となって四国８の字ネ

ットワークを構成。都市部や空港からのアクセスを改善し四国東南地域における観光振興や地域産業の育成・

発展を支援するとともに、高次救急医療機関へのアクセス向上により、緊急搬送など医療活動を支援するもの

である。 

全体事業費 約７３０億円 計画交通量    約1,900～3,200台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【徳島県知事】 

 一般国道55号（阿南安芸自動車道）「海部野根道路」を予算化することについて同意するとともに、心から

感謝申し上げます。「海部野根道路」につきましては、県において、宍喰インターチェンジ（仮称）へのアク

セス道路である「県道久尾宍喰浦線」の整備を推進するとともに、四国横断自動車道「新直轄区間」や阿南安

芸自動車道の事業化区間と同様、用地取得をはじめ事業促進に向けた最大限の支援をして参ります。  

【高知県知事】 

一般国道55号（阿南安芸自動車道）「海部野根道路」事業の予算化に同意いたします。 

 本県といたしましては、埋蔵文化財調査や用地買収の早期完了など、事業が円滑に推進できる環境を早期に

整えられるよう、沿線自治体や関係機関と連携し最大限努力するとともに、スピード感を持って取り組んでま

いります。海部野根道路につきましては、本線へのアクセス道路の整備にしっかり取り組み、東洋町をはじめ

とした周辺地域の観光拠点への誘客拡大や農林水産物の販路拡大など、観光振興や産業振興の支援につなげて

まいります。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 

事業採択の前提条件  

・費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

・手続きの完了：計画段階評価手続き完了（平成27年4月9日）、都市計画決定手続き完了（平成30年11月16日） 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１．１ 

（0.1） 

総費用 3,072億円 総便益 3,357億円 基準年  

事 業 費： 2,765億円 

維持管理費：  308億円 

走行時間短縮便益：2,818億円 

走行経費減少便益：  391億円 

交通事故減少便益： 148億円 

平成３０年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.0  (交通量  -10  ％) B/C＝1.2  (交通量   +10 ％) 

事業費変動 B/C＝1.0  (事業費  +10  ％) B/C＝1.2  (事業費   -10 ％) 

事業期間変動 B/C＝1.0  (事業期間 +20  ％) B/C＝1.1  (事業期間  -20 ％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行 

者
へ
の
影
響 

渋滞対策 - 注目すべき影響はない。 

事故対策 - 注目すべき影響はない。 

歩行空間 -  注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 

【安全・安心な医療アクセスの確保】 

・四国東南地域から高次医療施設への搬送時間短縮や安静搬送により患者への負担

を軽減。 

 [野根地域から海部病院への所要時間] 

 現況 32分 ⇒ 整備後 26分（約6分短縮） 

 [野根地域から徳島赤十字病院への所要時間] 

 現況 95分 ⇒ 整備後 89分（約6分短縮） 

 [国道55号（野根地域～海部病院間）の急カーブ、急勾配箇所の解消] 

 現況 急カーブ34箇所、急勾配8箇所  

⇒ 整備後 急カーブ5箇所（29箇所減）、急勾配1箇所（7箇所減） 

地域経済 ◎ 

【観光振興や産業振興に寄与】 

・関西圏からのアクセス強化や、広域周遊ルートの形成により、魅力ある四国東南

地域の観光振興を支援。 

 [徳島空港から生見サーフィンビーチへの所要時間] 

 現況 147分 ⇒ 整備後 141分（約6分短縮） 

災 害 ◎ 

【防災機能の強化・災害に強いまちづくりを支援】 

・津波浸水する国道55号に代わり、浸水しない当該路線が円滑な救助活動に寄与。 

 [阿南安芸自動車道 海部～野根間を移動する経路における津波浸水区間の延長] 

 現況 約7割（国道55号経由） ⇒ 整備後 0km（阿南安芸自動車道経由） 

環 境 ‐  注目すべき影響はない。 

地域社会 ◎ ・地域防災公園を中心に、沿線地域間で連携を促進できる防災まちづくりに寄与。 

事業実施環境 ○ 
・計画段階評価手続き完了（H27.4.9）、都市計画決定手続き完了(H30.11.16） 

・徳島県知事や高知県知事ら沿線自治体首長より早期事業化を要望 

採択の理由 
 費用便益が一体評価で1.1と便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続きが完了し、事業採択の前提条

件が確認できる。 

 また、海部野根道路の整備により防災機能の強化・災害に強いまちづくりを支援し、観光振興や地域産業支援、

安全・安心な医療アクセスの確保など事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：東川 直正      

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※B/C の上段は徳島 JCT～高知 JCT を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果。 
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新規事業採択時評価結果（平成３１年度新規事業化箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 

 
 

事業の必要性  

 南海トラフ地震による深刻な被害が予測される地域において、国道 55 号の代替路として円滑な救援活動・物

資搬送を支援するとともに、広域観光周遊ルートを活用した地域の観光振興や「阿波尾鶏」に代表される地域産

業支援、高度救急医療などを行える第二次救急医療機関への搬送時間短縮などに寄与するものである。 

評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・南海トラフ地震は今後 30 年以内の発生確率が 70

～80％、広範囲で甚大な被害が想定される。並行す

る国道 55 号は約 7 割が浸水。（最大浸水約 19m） 

・被害軽減に向け、防災公園の整備などの防災まち

づくりの検討が進められている。防災拠点施設への

円滑な救命・救助部隊のアクセスを確保することが

今後の課題。 

※四国圏広域地方計画（H28.3） 

・圏域の安全・安心を支える基盤として必要不可欠な

インフラである四国横断自動車道、高知東部自動車

道及び阿南安芸自動車道等の整備の推進による四国

８の字ネットワークの形成を目指す。 

・防災上重要な拠点間を結ぶ高規格幹線道路や地域高

規格道路等の主要幹線道路、耐震強化岸壁、空港施

設等のインフラ整備を推進する。 

住民生活 

・高齢者の増加や医療サービスへのニーズの高まり

から、海部野根道路を通過する救急搬送は増加傾

向。ただし、当該地域から最も近い第三次救急医療

機関への移動は約 95 分も要し迅速な治療が受けら

れない。 

・さらに現道の急カーブや急勾配箇所が多数あり、

患者の負担となっている。 

※四国圏広域地方計画（H28.3） 

・自然災害発災後の救助・救急、医療活動等やサプラ

イチェーンの寸断回避を図るため、四国８の字ネッ

トワークの形成を目指す。 

・地域に即した「コンパクト＋ネットワーク」の構築

を図るため、都市の生活を支える都市機能（医療・

福祉・子育て支援・教育文化・商業）をまちの拠点

となるエリアへ誘導する。 

地域経済 

地域社会 

・観光レジャーなど自然豊かな観光資源が存在する

ものの、観光入込客数は減少傾向。関西圏からのア

クセスや、点在する観光資源を相互に連携し、広域

周遊ルート形成が必要。 

・海陽町では全国地鶏出荷量トップの「阿波尾鶏」

が生産加工されており、地域の主要産業である。全

国へ出荷時や日々の餌の運搬・確保のためには、急

カーブ・急勾配箇所による運転者への負担が課題。 

※四国圏広域地方計画（H28.3） 

・広域観光周遊ルートの形成により複数の県に跨がっ

て、テーマ性等を持った一連の魅力あふれる観光地

をネットワーク化。 

・圏域内外の交流活性化、物流基盤機能強化等による

活力と魅力の向上に必要不可欠なインフラとして、

四国８の字ネットワークの形成を目指す。 

 

その他   

事業の有効性  

・当該事業の実施により、主要拠点間のリンクの評価に変化はないものの、不通リンクの解消によりネットワー

ク全体の防災機能が強化される。 

・また、本事業において、災害時にも機能する信頼性の高い高速ネットワークが形成されるとともに、速達性向

上による観光振興や地域産業支援、高度救急医療などが行える第二次救急医療機関への搬送時間短縮に寄与する

など、有効性の高い事業と評価できる。 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

新海部 
病院 室戸市 73 

(5) 

0.85 
[C] 
0.8 
[C] 

0.75 
[C] 
0.8 
[C] 

1385.8 
(57.3) 

0.21 
(0.01) 

0.14 
(0.00) 〇 

事業の効率性  

・計画段階評価手続き完了（平成２７年４月９日）、都市計画決定手続き完了（平成３０年１１月１６日） 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は、徳島 JCT～高知 JCT を対象とした場合、 
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果。 


